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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着座可能な座部を有する椅子の前記椅子の上部に取り付けられる天板であって、
　該天板の縁部に形成された天板側係合部を備え、
　該天板側係合部は、前記椅子の上部に設けられ、複数の外被材が縫い合わされた部分で
ある椅子側係合部に係合されうることを特徴とする天板。
【請求項２】
　前記天板側係合部は、前記天板の全周にわたって形成されていることを特徴とする請求
項１に記載の天板。
【請求項３】
　板状に形成された平板部及び該平板部と交差する側壁部を有する天板部をさらに備え、
　前記天板側係合部は、該天板部の下端から平面視前記平板部の中央側に向かって突出す
るとともに、前記椅子側係合部の下部に係合することを特徴とする請求項１または２に記
載の天板。
【請求項４】
　側方に向かって突出する突起部をさらに備えることを特徴とする請求項１から３のいず
れか一項に記載の天板。
【請求項５】
　前記天板の上面は、縁部側に向かうにしたがって次第に上方に向かって傾斜するように
形成されていることを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の天板。
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【請求項６】
　着座可能な座部を有し、椅子側係合部が設けられた椅子と、
　該椅子の上部に取り付けられ、該椅子の上部に設けられた椅子側係合部に係合されうる
天板側係合部を有する天板と、を備え、
　前記椅子は、前記座部の上部側を覆う第一外被材と、該第一外被材と縫い合わされ前記
座部の側部側を覆う第二外被材と、を有し、
　前記椅子側係合部は、前記第一外被材と前記第二外被材とが縫い合わされた部分である
ことを特徴とするテーブル兼用椅子。
【請求項７】
　前記天板は、請求項１から５のいずれか一項に記載の天板であることを特徴とする請求
項６に記載のテーブル兼用椅子。
【請求項８】
　前記椅子側係合部は、前記座部から側方に向かって突出するように形成されていること
を特徴とする請求項６または７に記載のテーブル兼用椅子。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天板及びテーブル兼用椅子に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、公共施設や待合室等の室内空間には、着座者が着座可能な椅子が設置されて
いる。また、椅子またはテーブルとして利用可能な什器も知られている。例えば、床面に
設置される下フレームと、下フレームの上部に設けられた上フレームと、上フレームの上
部に設けられた天板と、を備えた組立式のテーブルが提案されている。この構成では、下
フレームだけで椅子として使用可能であるとともに、下フレーム、上フレーム及び天板を
備えた、つまり椅子の上部に上フレーム及び天板を設けたテーブルとしても使用可能であ
る（下記特許文献１参照）。
【０００３】
　また、床面上に設置される底板と、底板上に設けられた外周壁と、外周壁上に設けられ
た天板と、を備えた屋外家具が提案されている。この屋外家具は、天板上に着座すること
で椅子として使用することができるとともに、天板上に物品を載置する等してテーブルと
しても使用可能である（下記特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開昭６３－８８１４２号公報
【特許文献２】特開平７－２３１８２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記の特許文献１に記載の構成では、椅子の上部に上フレーム及び天板
を設けたテーブルは、椅子よりも上フレーム及び天板の高さ分高くなるため、テーブルと
しての使い勝手が良好でないという問題点がある。
【０００６】
　また、上記の特許文献２に記載の家具では、利用者が着座する天板は、テーブルにおけ
る物品が載置される部分としても機能するため、強度に優れたアルミニウムや強化プラス
チック等の材料等で構成する必要がある。このため、天板に着座した際には、利用者は硬
く感じ、座り心地が良好でないという問題点がある。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、椅子及びテーブルそれぞれの機能を
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維持しつつ、テーブルとしての利用を可能とする天板及びテーブル兼用椅子を提供するも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を採用している。
　すなわち、本発明に係る天板は、着座可能な座部を有する椅子の前記椅子の上部に取り
付けられる天板であって、該天板の縁部に形成された天板側係合部を備え、該天板側係合
部は、前記椅子の上部に設けられ、複数の外被材が縫い合わされた部分である椅子側係合
部に係合されうることを特徴とする。
【０００９】
　このように構成された天板では、天板の天板側係合部は、椅子の上部に設けられた椅子
側係合部に係合される。これにより、天板は椅子の上部に取り付けられ、テーブルとして
の利用が可能とされる。椅子として利用する際に利用者が着座する部分である座部と、テ
ーブルとして利用する際に利用者が物品等を載置する部分である天板とは、別々の部品で
ある。よって、座部が椅子の着座部の機能を有するとともに、天板がテーブルの載置部の
機能を有することで、椅子及びテーブルとしてのそれぞれ機能を維持することができる。
【００１０】
　また、本発明に係る天板は、前記天板側係合部は、前記天板の全周にわたって形成され
ていてもよい。
【００１１】
　このように構成された天板では、天板側係合部は天板の縁部全周にわたって形成されて
いるため、天板が全周にわたって椅子側係合部と係合される。よって、天板が、椅子によ
り安定的に取り付けられる。その一方で、天板の周囲の一部分における係合を解除するこ
とで天板が椅子から取り外されるため、天板の取り外しを容易に行うことができる。
【００１２】
　また、本発明に係る天板は、板状に形成された平板部及び該平板部と交差する側壁部を
有する天板部をさらに備え、前記天板側係合部は、該天板部の下端から平面視前記平板部
の中央側に向かって突出するとともに、前記椅子側係合部の下部に係合してもよい。
【００１３】
　このように構成された天板では、天板部の下端から平面視平板部の中央側に向かって突
出する天板側係合部は、椅子側係合部の下部に係合するため、天板が椅子から容易に離間
しないようになっている。
【００１４】
　また、本発明に係る天板は、側方に向かって突出する突起部をさらに備えてもよい。
【００１５】
　このように構成された天板では、天板を椅子から取り外す際には、天板側係合部と椅子
側係合部との係合を解除するために、突起部に指をかけて天板を持ち上げればよい。よっ
て、天板側係合部と椅子側係合部との係合を、容易に解除することができる。
【００１６】
　また、本発明に係る天板は、前記天板の上面は、縁部側に向かうにしたがって次第に上
方に向かって傾斜するように形成されていてもよい。
【００１７】
　このように構成された天板では、天板の上面は縁部側に向かうにしたがって次第に上方
に向かって傾斜するように形成されている。よって、天板に書類等の紙類を載置した場合
には紙類を取りやすいとともに、天板上に載置した飲み物がこぼれた場合には液体が天板
の外側にこぼれにくい。
【００１８】
　また、本発明に係るテーブル兼用椅子は、着座可能な座部を有し、椅子側係合部が設け
られた椅子と、該椅子の上部に取り付けられ、該椅子の上部に設けられた椅子側係合部に
係合されうる天板側係合部を有する天板と、を備え、前記椅子は、前記座部の上部側を覆
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う第一外被材と、該第一外被材と縫い合わされ前記座部の側部側を覆う第二外被材と、を
有し、前記椅子側係合部は、前記第一外被材と前記第二外被材とが縫い合わされた部分で
あることを特徴とする。
　また、本発明に係るテーブル兼用椅子では、前記天板は、上記のいずれか一に記載の天
板であってもよい。
【００１９】
　このように構成されたテーブル兼用椅子では、天板を取り外して状態で座部に着座する
ことで椅子としての利用ができる。また、椅子の上部に天板を設けてテーブルとしても利
用することができる。椅子として利用して利用者が着座する部分である座部と、テーブル
として利用して利用者が物品等を載置する部分である天板とは、別々の部品である。よっ
て、座部が椅子の着座部の機能を有するとともに、天板がテーブルの載置部の機能を有す
ることで、椅子及びテーブルとしての機能を維持することができる。
【００２０】
　また、本発明に係るテーブル兼用椅子は、前記椅子側係合部は、前記座部から側方に向
かって突出するように形成されていることが好ましい。
【００２１】
　このように構成されたテーブル兼用椅子では、椅子側係合部を簡易な構成とすることが
できる。
【００２２】
　また、本発明に係るテーブル兼用椅子は、前記椅子は、前記座部の上部側を覆う第一外
被材と、該第一外被材と縫い合わされ前記座部の側部側を覆う第二外被材と、を有し、前
記椅子側係合部は、前記第一外被材と前記第二外被材とが縫い合わされた部分であっても
よい。
【００２３】
　このように構成された天板では、椅子側係合部は第一外被材と第二外被材とが縫い合わ
された部分であるため、天板側係合部と係合する係合部を別途設ける必要がない。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明に係る天板及びテーブル兼用椅子によれば、椅子及びテーブルそれぞれの機能を
維持しつつ、テーブルとしての利用を可能とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態に係るテーブル兼用椅子の斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るテーブル兼用椅子から天板を取り外した状態の斜視図
である。
【図３】本発明の一実施形態に係るテーブル兼用椅子の断面図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るテーブル兼用椅子から天板を取り外した状態の断面拡
大図である。
【図５】（ａ）本発明の一実施形態に係る天板の上面図、（ｂ）本発明の一実施形態の変
形例１に係る天板の上面図、（ｃ）本発明の一実施形態の変形例２に係る天板の上面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、テーブル兼用椅子の一例として、本発明の実施形態に係るテーブル兼用スツール
について説明する。このスツールは、公共施設や待合室等の室内空間に設置され、利用者
が着座可能であるとともに背凭れや肘掛けが設けられていないものである。
【００２７】
　図１は、本発明の一実施形態に係るテーブル兼用椅子の斜視図である。図２は、本発明
の一実施形態に係るテーブル兼用椅子から天板を取り外した状態の斜視図である。
【００２８】
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　テーブル兼用スツール１００は、図１に示す第一態様として、テーブル１００Ａとして
の利用が可能であるとともに、図２に示す第二態様として、天板５を取り外してスツール
１００Ｂとして利用も可能である。
【００２９】
　図１，２に示すテーブル兼用スツール１００は、床面に設置されるベース体１と、ベー
ス体１に支持されたスツール本体部２と、スツール本体部２に支持され着座者が着座可能
な座部材３と、スツール本体部２及び座部材３を覆うように張られた張り材４と、座部材
３の上部に取り付けられる天板５と、を備えている。
　図２に示す第二態様としてのスツール１００Ｂは、ベース体１と、スツール本体部２と
、座部材３と、張り材４と、を備えている。一方、図１に示す第一態様としてテーブル１
００Ａは、第二態様のスツール１００Ｂの構成要素に加えて、さらに天板５を備えている
。
【００３０】
（ベース体）
　図３は、テーブル兼用スツール１００の第一態様としてのテーブル１００Ａの断面図で
ある。
　図１～３に示すように、ベース体１は、下面を形成するベース板１１と、ベース板１１
に取り付けられたキャスター１２と、キャスター１２を覆うスカート部１３と、を有して
いる。
【００３１】
　ベース板１１は、平面視円形状に形成されている。床面上を走行可能なキャスター１２
は、ベース板１１に設けられた取付孔１１Ａに取り付けられている。本実施形態では、キ
ャスター１２は、６個設けられている。これにより、ベース板１１は床面上を走行可能と
されている。
　本実施形態では、ベース板１１は、合板により構成されている。また、キャスター１２
の個数は、６個に限られず適宜選択可能である。
【００３２】
　スカート部１３は、平面視円形状に形成されたスカート支持板部１３Ａと、スカート支
持板部１３Ａの縁部から上方に立設された内壁部１３Ｂと、を有している。さらに、スカ
ート部１３は、内壁部１３Ｂの上端から平面視テーブル兼用スツール１００の中央側（以
下、単に「中央側」と称することがある。）から外側（以下、単に「外側」と称すること
がある。）に延びる上壁部１３Ｃを有している。さらに、スカート部１３は、上壁部１３
Ｃの端部から下方に向かって延びる外壁部１３Ｄと、外壁部１３Ｄの下端から外側且つ上
方に向かって折曲された折曲壁部１３Ｅと、を有している。上壁部１３Ｃの上面と、折曲
壁部１３Ｅの上端とは、略同一の高さに位置している。
　本実施形態では、スカート支持板部１３Ａ、内壁部１３Ｂ、上壁部１３Ｃ、外壁部１３
Ｄ及び折曲壁部１３Ｅは、一体的に樹脂により構成されている。
【００３３】
　スカート支持板部１３Ａとベース板１１とは、螺子１１Ｚにより螺合されている。これ
により、スカート部１３はベース板１１に取り付けられている。このとき、キャスター１
２は、平面視において、スカート部１３の内壁部１３Ｂよりも外側、且つスカート部１３
の外壁部１３Ｄよりも中央側に配置されている。
　なお、高さ調整が可能なキャスター１２の代わりに、床面に沿って配置されたベース板
１１等に固定された固定脚（不図示。以下同じ。）や、高さ調整が可能なアジャスタ（不
図示。以下同じ。）等を適宜採用することができる。また、固定脚やアジャスタの個数は
、適宜選択可能である。
【００３４】
（スツール本体部）
　スツール本体部２は、スカート部１３に支持されるスツール支持板２１と、スツール支
持板２１に支持される芯材２２と、を有している。
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【００３５】
　スツール支持板２１は、平面視円形状に形成されている。このスツール支持板２１は、
スカート部１３の上壁部１３Ｃの上部に、後述する張り材４の端部４Ｚを介在させて配置
されている。
【００３６】
　スツール支持板２１とスカート部１３の上壁部１３Ｃとは、螺子１３Ｚにより螺合され
ている。これにより、スツール支持板２１は、スカート部１３に取り付けられている。本
実施形態では、スツール支持板２１は、合板により構成されている
【００３７】
　芯材２２は、下面が平面視円形状に形成されるとともに上面が平面視矩形状に形成され
ている。芯材２２の側面２２Ａは、上方から下方に向かうにしたがって次第に平面視芯材
２２の外側から中央側に向かって傾斜している。
　本実施形態では、芯材２２は、例えば発泡スチロール等の発砲樹脂や、ブロー成形によ
り成形された樹脂等により構成されているため、芯材２２を軽量にすることができる。
【００３８】
（座部材）
　座部材３は、弾性を有し、平面視矩形状をなしている。座部材３の角部３Ｋは、湾曲形
成されている。本実施形態では、座部材３は、弾性を有し、ウレタンにより構成されてい
る。
【００３９】
（張り材）
　張り材４は、内材４１と、内材４１の外側に設けられた伸縮性を有する外材４２と、を
有している。本実施形態では、内材４１は、ウレタンが所望の形状に切断されたスラブウ
レタンにより構成されている。また、外材４２は、ストレッチニットで構成されている。
【００４０】
　内材４１は、芯材２２の側面２２Ａ及び座部材３の側面３Ｂ、上面３Ａに沿って設けら
れている。
【００４１】
　図４は、テーブル兼用スツールから天板を取り外した状態の断面拡大図である。
　図３，４に示すように、外材４２は、座部材３の上面３Ａ側を覆う上部外材部（第一外
被材）４２Ａと、座部材３の側面３Ｂ側から芯材２２の側面２２Ａ側にわたって覆う側部
外材部（第二外被材）４２Ｂと、を有している。
　上記座部材３及び座部材３を覆う張り材４が、利用者が着座可能な座部６を構成してい
る。
【００４２】
　上部外材部４２Ａと、側部外材部４２Ｂとは、互いに端部同士が縫い合わされている。
例えば、上部外材部４２Ａの端部と側部外材部４２Ｂの端部とを互いに表面同士が重なる
ように配置し、その重なった部分をＡ部に沿ってミシン等で縫う。その後、一体となった
上部外材部４２Ａ及び側部外材部４２Ｂを裏返して表面を向けて、Ｂ部に沿って縫う。こ
れにより、上部外材部４２Ａの表面及び側部外材部４２Ｂの表面にはＡ部の縫い目は表れ
ずに、側部外材部４２Ｂの表面にＢ部の縫い目のみが表れる。このような所謂シングルス
テッチにより、Ａ部からＢ部にかけて座部材３の側面３Ｂから側方に向かって突出する縫
い合わせ部（椅子側係合部）４３が形成される。
【００４３】
　縫い合わせ部４３は、座部材３の全周にわたって形成されている。縫い合わせ部４３は
、座部６の上部且つ側部に設けられている。
　なお、上記縫い合わせ部４３を形成する縫製方法は一例であり、他にいわゆる玉縁等の
縫製方法によっても形成することは可能である。
【００４４】
　張り材４の端部４Ｚは、スツール支持板２１に固定されるとともに、スツール支持板２
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１とスカート部１３の上壁部１３Ｃとの間に挟み込まれている。スツール支持板２１とス
カート部１３の上壁部１３Ｃとは、螺子１３Ｚにより螺合されている。これにより、張り
材４の端部４Ｚが、スツール支持板２１の外周部とスカート部１３の上壁部１３Ｃの上面
との間に取り付けられている。
　なお、張り材４の端部４Ｚのスツール支持板２１への固定方法としては、タッカー（不
図示）等により針（不図示）で留める方法を採用することができる。または、張り材４を
端部４Ｚに、内縁に沿って延びる筒状の挿通部（不図示。以下同じ。）を形成する。この
挿通部に可撓性の針金等の紐条体（不図示。以下同じ。）を挿通して、紐条体を緊張させ
る。そして、スツール支持板２１に形成された溝（不図示）に紐条体を挿入して、下方か
らスカート部１３で押さえる方法を採用することもできる。または、張り材４の端部４Ｚ
をスツール支持板２１の下面へ接着剤（不図示）により接着する方法を採用することもで
きる。
【００４５】
（天板）
　天板５は、平面視略矩形状に形成されている。本実施形態では、天板５は、ポリプロピ
レンやポリ塩化ビニル等の樹脂により構成されている。
【００４６】
　天板５は、平面視略矩形の板状に形成された平板部５Ａを有している。平板部５Ａの上
面５Ｕは、物品が載置可能な載置面とされている。平板部５Ａの上面５Ｕにおいて、端部
は、外側に向かうにしたがって次第に上方に向かって傾斜するように形成されている。
【００４７】
　さらに、天板５は、平板部５Ａの端部から外側に向かうにしたがって次第に下方に向か
って傾斜するように形成された傾斜壁部５Ｂと、傾斜壁部５Ｂの下端から屈曲して下方に
延びる垂下壁部５Ｃと、を有している。
　これら平板部５Ａ、傾斜壁部５Ｂ及び垂下壁部５Ｃが、座部材３の上面３Ａ側から側面
３Ｂ側を覆う天板部を構成している。また、傾斜壁部５Ｂ及び垂下壁部５Ｃが、平板部５
Ａと交差する側壁部を構成している。
【００４８】
　さらに、天板５は、垂下壁部５Ｃの下端から内側（座部材３側）に向かって突出する係
合爪部（天板側係合部）５Ｄを有している。係合爪部５Ｄは、天板５の縁部全周にわたっ
て形成されている。
【００４９】
　傾斜壁部５Ｂと垂下壁部５Ｃとの境界部分には、平面視天板５の外側（側方）に向かっ
て突出する突起部５Ｔが設けられている。
　これら平板部５Ａ、傾斜壁部５Ｂ、垂下壁部５Ｃ、係合爪部５Ｄ及び突起部５Ｔは、一
体に形成されている。
【００５０】
　このような天板５において、係合爪部５Ｄが、座部６の側部に設けられた縫い合わせ部
４３の下部に係合されている。このようにして、天板５は、スツール１００Ｂに取り付け
られている。この状態において、天板５の平板部５Ａの縁部側、傾斜壁部５Ｂ及び垂下壁
部５Ｃと、スツール１００Ｂの外材４２との間には空間部Ｋが形成されている。
【００５１】
　天板５をスツール１００Ｂから取り外す際には、例えば図４に示すように、利用者は、
天板５の平板部５Ａの縁部に親指をおき、他の指で天板５の突起部５Ｔを支持してつかみ
、突起部５Ｔを持ち上げる。すると、係合爪部５Ｄが縫い合わせ部４３の外面を内側に押
圧する。これにより、縫い合わせ部４３の外面が内側に凹むように弾性変形し、係合爪部
５Ｄは縫い合わせ部４３の外面を滑るようにして上方に移動する。そして、係合爪部５Ｄ
と縫い合わせ部４３との係合が解除され、天板５がスツール１００Ｂから取り外される。
　ここで、天板５と座部６との間に形成された空間部Ｋは、天板５をスツール１００Ｂか
ら取り外す際に、空間部Ｋが弾性変形する座部６の吸収代として機能する。よって、座部
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６は空間部Ｋに入り込むように弾性変形して、縫い合わせ部４３の外側への突出量が少な
くなりやすいため、係合爪部５Ｄと縫い合わせ部４３との係合が解除されやすい。
【００５２】
　一方、天板５をスツール１００Ｂに取り付ける際には、利用者は、天板５の平板部５Ａ
を座部材３の上部に配置して、平板部５Ａの縁部側を下方に向かって押す。これにより、
座部６の側面が内側に凹むように弾性変形するとともに、係合爪部５Ｄは、縫い合わせ部
４３の外面を滑るようにして下方に移動する。そして、係合爪部５Ｄは縫い合わせ部４３
の下部に係合される。この状態において、例えばテーブル１００Ａが傾いた場合には、係
合爪部５Ｄと縫い合わせ部４３とが接触しているため、係合爪部５Ｄが縫い合わせ部４３
を容易に乗り越えて係合が解除されることがない。このように、天板５がスツール１００
Ｂに取り付けられる。
【００５３】
　このように構成されたテーブル兼用スツール１００では、天板５を取り外して状態で座
部６に着座することでスツール１００Ｂとしての利用ができる。また、スツール１００Ｂ
の上部に天板５を設けてテーブル１００Ａとしても利用することができる。スツール１０
０Ｂとして利用する際に利用者が着座する部分である座部６と、テーブル１００Ａとして
利用する際に利用者が物品等を載置する部分である天板５とは、別々の部品である。よっ
て、座部６がスツール１００Ｂの着座部としての機能を有するとともに、天板５がテーブ
ル１００Ａの載置部等の機能を有することで、スツール１００Ｂ及びテーブル１００Ａと
しての機能をそれぞれ維持することができる。
　座部材３は、弾性を有するため、座り心地が良好とされている。また、天板５は板状に
形成された平板部５Ａを有するため、物品を安定的に載置することができる。また、平板
部５Ａの上面５Ｕにおいて、端部は、外側に向かうにしたがって次第に上方に向かって傾
斜するように形成されている。よって、天板５に書類等の紙類を載置した場合には紙類を
取りやすいとともに、天板５上に載置した飲み物がこぼれた場合には液体が天板の外側に
こぼれにくい。
【００５４】
　また、係合爪部５Ｄは縫い合わせ部４３の下部に係合されているため、天板５がスツー
ル１００Ｂから容易に離間しないようになっている。
【００５５】
　また、係合爪部５Ｄは天板５の縁部全周にわたって形成されているため、天板５が全周
にわたって座部６の上部に設けられた縫い合わせ部４３と係合される。よって、天板５が
、スツール１００Ｂにより安定的に取り付けられる。その一方で、天板５の周囲の一部分
における係合を解除することで天板５がスツール１００Ｂから取り外されるため、天板５
の取り外しを容易に行うことができる。
【００５６】
　また、天板５をスツール１００Ｂから取り外す際には、係合爪部５Ｄと縫い合わせ部４
３との係合を解除するために、利用者は、天板５の突起部５Ｔに指をかけて、突起部５Ｔ
を持ち上げれば、係合爪部５Ｄと縫い合わせ部４３との係合が解除される。よって、係合
爪部５Ｄと縫い合わせ部４３との係合を、容易に解除することができる。
【００５７】
　また、縫い合わせ部４３は上部外材部４２Ａと側部外材部４２Ｂとが縫い合わされた部
分であるため、係合爪部５Ｄと係合する係合部を別途設ける必要がない。
【００５８】
（変形例）
　次に、上記に示す実施形態の変形例について、主に図５を参照して説明する。
　図５（ａ）は、上記に示す実施形態に係るテーブル兼用椅子の天板の上面図、（ｂ）上
記に示す実施形態の変形例１に係る天板の上面図、（ｃ）上記に示す実施形態の変形例２
に係る天板の上面図である。
　図５（ａ）に示すように、上記に示す実施形態では、平面視において、テーブル兼用ス
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ツール１００の天板５は、平面視略矩形状に形成されているが、本発明はこれに限られな
い。図５（ｂ）に示すように、天板５Ｘが、平面視略三角形状に形成されていてもよい。
また、図５（ｃ）に示すように、天板５Ｙが、平面視略円形状に形成されていてもよい。
　この場合には、座部材（不図示）は、それぞれ天板５Ｘ，５Ｙと対応する形状に形成さ
れている。
【００５９】
　これ以外にも、本発明の主旨を逸脱しない限り、上記実施の形態で挙げた構成を取捨選
択したり、他の構成に適宜変更したりすることが可能である。
【００６０】
　例えば、上記に示す実施形態においては、ベース体１が平面視円形状に形成されるとと
もに座部材３が平面視矩形状に形成され、平面視において互いに異なる形状とされている
が、本発明はこれに限られない。平面視においてベース体と座部材とが同一形状となるよ
うに形成されていてもよい。
【００６１】
　また、上記に示す実施形態においては、椅子の一例としてスツールを例に挙げて説明し
たが、本発明はこれに限られない。座部に背凭れや肘掛け等が設けられた椅子にも適用可
能である。
【００６２】
　また、上記に示す実施形態においては、椅子側係合部は、座部６の側部に設けられてい
るが、本発明はこれに限られない。例えば、椅子側係合部が芯材２２の側方に形成されて
いてもよい。
【００６３】
　また、上記に示す実施形態においては、椅子側係合部は、上部外材部４２Ａと側部外材
部４２Ｂとが縫い合わされた部分であるが、本発明はこれに限られない。例えば、上部外
材部４２Ａと側部外材部４２Ｂとが縫い合わされた部分とは別に、椅子側係合部を設けて
もよい。
【００６４】
　また、上記に示す実施形態においては、椅子側係合部は、側方に向かって突出する形状
とされているが、本発明はこれに限られない。例えば、椅子側係合部が、内方に向かって
凹む凹部（不図示。以下同じ。）であって、天板側係合部が凹部と係合するように平面視
中央側（椅子側）に向かって突出する凸部（不図示）として構成されていてもよい。
【符号の説明】
【００６５】
１００…テーブル兼用スツール（テーブル兼用椅子）
１００Ａ…テーブル
１００Ｂ…スツール
５…天板
５Ａ…平板部（天板部）
５Ｂ…斜壁部５Ｂ（天板部）
５Ｃ…垂下壁部（天板部）
５Ｄ…係合爪部（天板側係合部）
５Ｔ…突起部
６…座部
４２Ａ…上部外材部（第一外被材）
４２Ｂ…側部外材部（第二外被材）
４３…縫い合わせ部（椅子係合部）
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